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計画策定の概要4

本計画の策定に当たっては、第 3期計画をベースとしながら、必要な見直しを行いました。
第 3期計画の計画期間における事業の実施状況や成果を検証するとともに、第 3期計画策定
時から現在までの食をめぐる情勢の変化等を踏まえながら、本県の食育に関する課題を明確に
し、策定しました。

（１）第３期計画の目標達成状況

食育の推進、課題の達成に関する状況を客観的に把握するため設定した第 3期計画の目標
値 20項目のうち、目標値を達成した項目は 5項目でした。

<目標値を達成した 5項目>
・3歳児のむし歯のない人の割合
・農産物直売所推定売上高
・宮城県産の食材を使用した郷土料理を年10回以上提供している学校給食施設の割合
・みやぎ食の安全安心消費者モニター（注13）の活動（延べ参加）率
・みやぎ食育コーディネーターによる食育推進活動への参加人数

また、改善状況について、策定時の値と直近値を下記のとおり比較したところ、Bの改善
傾向にあった目標値は 1項目、Dの悪化傾向にあった目標値は 1項目で、ほぼ変化のなかっ
た項目が 11項目と大半を占めました。詳細については、次ページ以降のとおりです。

改善状況の区分 項目数 （％）

Ａ：目標達成 ５… 25.0

Ｂ：改善傾向　　…（策定時の値から±１割以上の改善） １… …5.0

Ｃ：ほぼ変化なし…（策定時の値から±１割以上変化がない） １１… 55.0

Ｄ：悪化傾向　　…（策定時の値から±１割以上の悪化） １… …5.0

Ｅ：評価不能 ２… 10.0
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❶食育を通した健康づくり
・「朝食を毎日食べる人の割合」については、20~30 歳代、小学 6 年生ともに、ほぼ変化

がありませんでした。
・「1 日当たりの食塩摂取量」、「1 日当たりの野菜摂取量」、「主食・主菜・副菜をそろえて

食べるようにしている人の割合」など、平成 28 年県民健康・栄養調査の結果で評価し
ている項目については、ほぼ変化がみられませんでした。また、「ゆっくりよく嚙んで
食事をする人の割合」は平成 28 年調査を基準値とし、その後調査を実施していないた
め評価不能としました。これらについては、令和 3 年度に県民健康・栄養調査を実施し、
さらに正確な評価を行う予定です。

・「肥満傾向児（注 14）の出現率」については、中学 1 年男子が 14.80%（H26:13.99%）、
女子が 13.60%（H26:11.47%）で、男子はほぼ変化はありませんが、女子は悪化傾向
にあります。

・「メタボリックシンドローム該当者及び予備群の割合」については、令和 2 年度に公表さ
れたデータによると、平成 30 年度は 30.9%（H25:29.5%）と改善がみられず、11 年
連続全国ワースト 3 位以内という状況が続いています。

・「3 歳児のむし歯のない人の割合」は、 82.0% と目標の 80% を達成しました。

❷「食材王国みやぎ」の理解と継承
・「農業体験学習に取り組む小・中学校の割合」については、増加傾向にあります。
・「学校給食の地場産野菜等の利用品目数の割合」については、ほぼ横ばいですが、計画策

定時からは微増しています。

目標指標等 策定時の値
（H26）

H28 年度
( 調査年）

H29 年度
( 調査年）

H30 年度
( 調査年）

R1 年度
( 調査年）

目標値
（R2 年度）

達成
状況

1　食育を通した健康づくり

朝食を毎日食べる
人の割合

20 から
30 歳代 62.6% 63.5%

(H28) - - - 70% 以上 C

小学 6 年生 96.8% 96.3%
(H28)

95.8%
(H29)

95.1%
(H30)

96.5%
(R1) 98% 以上 C

1 日当たりの
食塩摂取量

成人男性 11.9g
(H22)

11.5g
(H28) - - - 9g 以下 C

成人女性 10.4g
(H22)

9.5g
(H28) - - - 8g 以下 C

1 日当たりの野菜摂取量（成人） 307.4g
(H22)

295g
(H28) - - - 350g以上 C

主食・主菜・副菜をそろえて食べ
るようにしている人の割合（成人） 73.1% 71.5%

(H28) - - - 80% C

ゆっくりよく噛んで食事を
する人の割合（成人）

49.1%
(H28)

49.1%
(H28) - - - 55% E

栄養成分表示を参考にしている
人の割合（成人） 47.0% 44.6%

(H28) - - - 60% C

肥満傾向児の出現率

中学 1 年生
（男子） 13.99% 15.49%

(H28)
14.05%
(H29)

13.80%
(H30)

14.80%
(R1) 11% C

中学 1 年生
（女子） 11.47% 12.39%

(H28)
10.12%
(H29)

10.50%
(H30)

13.60%
(R1) 8% D

メタボリックシンドローム該当者
及び予備群の割合（40 から 74 歳）

29.5%
(H25)

29.3%
(H26)

29.3%
(H27)

29.8%
(H28)

30.4%
(H29) 26.1% C

3 歳児のむし歯のない人の割合 74.4%
(H25)

77.1%
(H27)

79.3%
(H28)

81.7%
(H29)

82.0%
(H30) 80% A
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・農林漁家レストラン（注 15）、農産物直売所、農林漁家民宿等の「主要な都市農山漁村交流
拠点施設（注 16）の利用人口」については、微増となっています。

・「農産物直売所推定売上高」は、112 億円（H26:88 億円）に増加しており、目標を達成
しました。

・「宮城県産の食材を使用した郷土料理を年 10 回以上提供している学校給食施設の割合」
については、92%（H26:62.8%）に増加しており、目標を達成しました。

 

❸食の安全安心に配慮した食育
・「みやぎ食の安全安心消費者モニター活動率」については、87%（H26:81%）に増加し

ており、目標を達成しました。

 

❹みんなで支えあう食育
・「みやぎ食育コーディネーターによる食育推進活動への参加人数」については、3 万人を

超え（H26:21,548 人）、目標を達成しました。
・「学校、保育所、事業所等の特定給食施設のうち適正体重の利用者の割合が増えた施設の

割合」については、目標値の設定が困難であり、評価不能としました。

目標指標等 策定時の値
（H26）

H28 年度
( 調査年）

H29 年度
( 調査年）

H30 年度
( 調査年）

R1 年度
( 調査年）

目標値
（R2 年度）

達成
状況

２　「食材王国みやぎ」の理解と継承

農業体験学習に取り組む
小・中学校の割合

67.5% 
(H25)

71.2% 
(H27)

82.4% 
(H29) - 90.3% 

(R1) 100% B

学校給食の地場産野菜等の
利用品目数の割合 28.0% 28.5% 

(H28)
30.5% 
(H29)

28.2% 
(H30)

29.2% 
(R1) 40% C

主要な都市農山漁村交流拠点施設
の利用人口 1,279 万人

1,298 万人 
(H27)

1,485 万人
(H28)

1,444 万人 
(H29)

1,343 万人 
(H30) 1,600 万人 C

農産物直売所推定売上高 88 億円 107 億円 
（H28)

111 億円 
(H29)

113 億円 
(H30)

112 億円 
(R1) 95 億円 A

宮城県産の食材を使用した郷土料
理を年 10 回以上提供している学
校給食施設の割合

62.8% 72% 
（H28)

87% 
(H29)

89% 
(H30)

92%
(R1) 85% A

目標指標等 策定時の値
（H26）

H28 年度
( 調査年）

H29 年度
( 調査年）

H30 年度
( 調査年）

R1 年度
( 調査年）

目標値
（R2 年度）

達成
状況

４ みんなで支えあう食育

食育コーディネーターによる食育
推進活動への参加人数 21,548 人 36,619 人 

（H28)
32,069 人 

(H29)
31,037 人 

(H30)
36,196 人 

(R1) 26,000 人 A

学校，保育所，事業所等の特定給
食施設のうち適正体重の利用者の
割合が増えた施設の割合

10.7% 
(H27)

13.3% 
(H28) － － － 今後設定 E

目標指標等 策定時の値
（H26）

H28 年度
( 調査年）

H29 年度
( 調査年）

H30 年度
( 調査年）

R1 年度
( 調査年）

目標値
（R2 年度）

達成
状況

３ 食の安全安心に配慮した食育
みやぎ食の安全安心消費者モニター
の活動（延べ参加）率 81% 78% 

(H28)
84% 
(H29)

92% 
(H30)

87% 
(R1) 85% A



7

（２）本県の食をめぐる現状

社会環境の変化やライフスタイルの多様化などにより、健全な食生活が失われつつあり、
食に関連する健康課題等が懸念されています。本県の食をめぐる現状のうち主な 5項目の状
況を以下に紹介します。

❶食生活に関する知識・意識・行動
● 栄養のバランス（主食・主菜・副菜）
主食・主菜・副菜をそろえて食べるようにしている人の割合は、男女とも若い世代が低く、
20歳代の男性の約 4割、20歳代の女性の約 5割となっています。また、平成 26年との
比較では、男女ともわずかに減少しています。

（H26 県民健康調査、H28 県民健康・栄養調査）

● 栄養成分表示　　の活用
栄養成分表示を参考にしている人（「いつもしている」、「時々している」）の割合は、男
性が 34.1%、女性が 53.7%であり、平成 26年と比較すると、男性は減少し、女性は横ば
いとなっています。

（H26 県民健康調査、H28 県民健康・栄養調査）

主食・主菜・副菜をそろえて食べる人の割合（男性）

0

20

40

60

80

100
（％）

20代

50.9
41.3

51.453.4 52.8
59.7

68.3

52.5

77.5
70.6

80.982.2

66.764.4

30代 40代 50代 60代 70代以上 総数

H26 H28

主食・主菜・副菜をそろえて食べる人の割合（女性）

0

20

40

60

80

100
（％）

20代

60.4
53.7

68.8 70.1
76.4
69.8

85.881.4
89.2 87.6 79.681.7 78.8 77.7

30代 40代 50代 60代 70代以上 総数

H26 H28

栄養成分表示を参考にしている人の割合（男性）

0

20

40

60

80

100
（％）

20代

28.324.2

38.4
31.3

43.1
33.0

41.1
34.1

43.3
37.3 35.4 36.4 39.134.1

30代 40代 50代 60代 70代以上 総数

H26 H28

栄養成分表示を参考にしている人の割合（女性）

0

20

40

60

80

100
（％）

20代

41.4 43.6

58.4
50.0 54.3 58.7

64.8 61.8 56.5 57.5
46.548.0

54.0 53.7

30代 40代 50代 60代 70代以上 総数

H26 H28

（注 17）
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● 野菜の摂取状況
「毎日野菜料理をたっぷり（1 日 5 皿 350g）食べることができている」と回答した人の

割合は、男性が12.4%,女性が12.8%であり、平成26年と比較し、男女とも減少しています。
年代別にみると、男女ともに若い世代が少ない傾向にあります。

（H26県民健康調査、H28県民健康・栄養調査）

● 野菜摂取量
1 日の野菜摂取量は、男女とも目標である 350g 以上には達しておらず、平成 22 年と比

較し、わずかに減少しています。特に、若い世代の摂取量が少なく、20 歳代では男性は約
80g、女性は約 130g 目標量より少なくなっています。

　（県民健康・栄養調査）

● 朝食の状況
朝食を「毎日食べる」と回答した人の割合は、男女とも若い世代ほど低くなっており、

20 歳代が最も低く、男性で 51.1%、女性で 64.5% となっています。平成 26 年と比較し、
男性は横ばいで、女性はわずかに増加しています。

　（H26県民健康調査、H28県民健康・栄養調査）

毎日野菜料理をたっぷり食べている人の割合（男性）

0

10

20

30

40
（％）

20代

14.2

5.5
10.3 9.7 11.0 10.2 11.610.2

18.3
13.0

19.7 18.5
14.712.4

30代 40代 50代 60代 70代以上 総数

H26 H28

毎日野菜料理をたっぷり食べている人の割合（女性）

0

10

20

30

40
（％）

20代

8.2
5.6

11.2
5.1

12.2 10.8

22.8

11.8
15.8 16.6

23.2
16.7 17.0

12.8

30代 40代 50代 60代 70代以上 総数

H26 H28

野菜摂取量（男性）

0
50
100
150
200
250
300
350
400
（％）

20代

271 273 266
294 300

257

322 320
369
329 331 342 317 311

30代 40代 50代 60代 70代以上 総数

H22 H28

野菜摂取量（女性）

0
50
100
150
200
250
300
350
400
（％）

20代

231217 238 259 259 252
295 292

351
298

334
304 299 281

30代 40代 50代 60代 70代以上 総数

H22 H28

毎日朝食を食べる人の割合（男性）

0

20

40

60

80

100
（％）

20代

53.8 51.1
58.9 60.2

68.0 70.1
77.2 77.4

92.4 87.8
95.8 97.0

78.479.1

30代 40代 50代 60代 70代以上 総数

H26 H28

毎日朝食を食べる人の割合（女性）

0

20

40

60

80

100
（％）

20代

63.4 64.5
72.2 72.5

79.2 80.8 84.2 83.0
94.0 93.6 97.1 97.4

84.7 86.3

30代 40代 50代 60代 70代以上 総数

H26 H28
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● 児童生徒の朝食を毎日食べる割合
児童生徒（小学6年生、中学3年生）の朝食を毎日食べる（「している」、「どちらかといえば、
している」）割合は、全国と比べると高い現状にありますが、あまり改善がみられません。

（文部科学省 : 全国学力・学習状況調査）* 公立学校

● 外食利用者の割合
外食（市販の弁当等の利用を含む。）を毎日 1回以上利用する人（「毎日 2回以上」、「毎
日 1回」）の割合は、20~50 歳代男性で高く、2割程度になっています。また、市販の惣
菜を毎日 1回以上（「毎日 2回以上」、「毎日 1回」）利用する人の割合は、20歳代男性で高く、
2割程度となっています。

　（H26 県民健康調査、H28 県民健康・栄養調査）

　（H26 県民健康調査、H28 県民健康・栄養調査）

児童生徒の朝食を毎日食べる割合

H26 H27 H28 H29 H30 R1
90

100
（％）

93.5 93.5 93.3 93.2
91.9

93.1

96.0
94.6 94.5 93.9

93.3
94.494.6

95.6

96.3

95.5

96.3

95.4
95.8

94.5

95.1 95.3
96.5

96.8

宮城県（小6） 宮城県（中3）
全国（小6） 全国（中3）

外食利用者の割合（男性）

0

10

20

30

40
（％）

20代

18.8 19.5 18.5 17.6
13.9

24.9

15.9
20.4

10.811.5

4.3 5.3

12.714.9

30代 40代 50代 60代 70代以上 総数

H26 H28

外食利用者の割合（女性）

0

10

20

30

40
（％）

20代

12.013.9 11.1
8.4

5.0
10.3

3.6 2.4
5.2
1.2 3.0 2.4

5.7 4.9

30代 40代 50代 60代 70代以上 総数

H26 H28

市販惣菜利用者の割合（男性）

0

10

20

30

40
（％）

20代

15.2
19.6

9.0
12.0 10.612.2

14.9 15.3
10.210.6

13.8
10.7 12.2 12.4

30代 40代 50代 60代 70代以上 総数

H26 H28

市販惣菜利用者の割合（女性）

0

10

20

30

40
（％）

20代

9.0
11.2 12.5 11.3

4.5
8.5 7.3 7.5 5.2 4.6

11.5
8.4 8.2 7.9

30代 40代 50代 60代 70代以上 総数

H26 H28
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❷栄養素等摂取量
● 栄養素バランス及び食塩摂取量

エネルギー産生栄養素バランスの比率は、厚生労働省が定める基準※によると「たんぱ
く質 13~20%、脂質 20~30%、炭水化物 50~65%」となっており、各年代ともおおむね
基準内という結果となっています。また、食塩摂取量については、年々減少傾向にあるも
のの、平成 28 年調査結果では、男性 11.5g, 女性 9.5g で同基準※の「男性 7.5g 未満、女
性 6.5g 未満」より、男性で約 4g、女性で約 3g 多くなっています。

（県民健康・栄養調査）

（県民健康・栄養調査）

栄養素バランス（男性・20歳以上）

0

20

40

60

80

100
（％） （％）

H18 H22 H28

14.7

22.5

62.8

14.6

23.1

62.3

14.8

24.8

60.5

たんぱく質エネルギー比 脂質エネルギー比 炭水化物エネルギー比

栄養素バランス（女性・20歳以上）

0

20

40

60

80

100

H18 H22 H28

15.2

24.2

60.6

15.4

25.0

59.6

15.3

26.4

58.2

たんぱく質エネルギー比 脂質エネルギー比 炭水化物エネルギー比

1日の食塩摂取量（男性）

0

5

10

15

20
（g） （g）

H18 H22 H28

12.2 11.9 11.5

1日の食塩摂取量（女性）

0

5

10

15

20

H18 H22 H28

10.5 10.4
9.5

※日本人の食事摂取基準（2020年版）
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❸食に関連する健康上の課題
● 肥満者の割合
成人の肥満者（BMI（注 18）25 以上）の割合は、男性は約 3割、女性は約 2割で、平成

26年と比較し、男女とも改善がみられませんでした。年代別では、男性は 40~60 歳代で
高く、女性は 50歳代で高くなっています。また、中学 1年生の肥満傾向児の出現率は、
平成 26年よりやや増加し、全国値より高い数値で推移しています。

（ H26 県民健康調査、H28 県民健康・栄養調査）

（文部科学省 : 学校保健統計調査）

（文部科学省 : 学校保健統計調査）

肥満者の割合(ＢＭＩ25以上）（男性）
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肥満者の割合(ＢＭＩ25以上）（女性）
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肥満傾向児の出現率（男子）
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肥満傾向児の出現率（女子）
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肥満傾向児の出現率（中１男子） 肥満傾向児の出現率（中１女子）
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全国 宮城県
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● メタボリックシンドローム該当者及び予備群の者の割合
平成 20 年度から始まった特定健診（40 歳から 74 歳対象）では、メタボリックシンドロー

ムの該当者及び予備群の割合は約 3 割で推移しており、11 年連続全国ワースト 3 位以内
という結果となっています。また、男性では、約 4 割が該当者及び予備群という状況です。

（厚生労働省 : 平成 20年 ~平成 30年　特定健診・保健指導の結果）

（厚生労働省 : 特定健診・保健指導の結果）

　　
● 子どものむし歯

3 歳児のむし歯のない人の割合は、年々増加し、平成 29 年度に目標の 80% を上回りま
したが、全国値を下回っています。また、12 歳児のむし歯のない人の割合も年々増加して
いますが、全国値を下回っています。

（厚生労働省 : 地域保健・健康増進事業報告）　　　　　　　　　　　　（文部科学省 : 学校保健統計調査）　

※メタボリックシンドローム「該当者」「予備群」
腹囲が男性 85cm，女性 90cm以上で，①血中脂質，②血圧，③血糖のうち，各項目基準
に１つ該当する者を「予備群」，２つ以上該当する者を「該当者」という。

メタボリックシンドローム該当者・予備群の割合（40歳から74歳）

H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30
24
25
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（％）
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27.6
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29.4 29.5
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29.5 29.3 29.3 29.8
30.4

30.9

宮城県全国

メタボリックシンドローム該当者及び予備群の割合（男性）
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メタボリックシンドローム該当者及び予備群の割合（女性）
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全国 宮城県
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❹地産地消の取組
● 学校給食における地場産野菜等の利用品目数の割合

学校給食における地場産野菜等の利用品目数の割合については、増加傾向でしたが、東
日本大震災後の平成 23 年度には 25.6% に減少しました。その後、平成 26 年度には増加
に転じ、令和元年度には、震災前の水準とほぼ同等まで回復しています。　　　

（宮城県 : 学校給食地場産物活用状況等調査）

　

❺食育の推進体制
● みやぎ食育コーディネーターによる食育推進活動への参加人数　

みやぎ食育コーディネーターによる食育推進活動への参加人数については、研修制度の
充実等に伴い徐々に増加しており、平成 27 年度以降は、3 万人以上で推移しています。

（宮城県 : 健康推進課調べ）

学校給食における地場産野菜等の利用品目の割合　（％）

H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1（年度）

29.9
25.6 24.4 24.1

28.0 26.8 28.5 30.5 28.2 29.2

みやぎ食育コーディネーターによる食育推進活動への参加人数　（人）

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 （年度）

8,277 9,588

23,543 21,548

35,576 36,619
32,069 31,037

36,196
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（３）食品ロス

● 食品ロスの現状
本来食べられるのに捨てられる食品

（食品ロス）の量は、国内で年間約 612
万トンにのぼります（平成 29年度推計
値）。国民 1人当たりに換算すると 1日
132g（茶わん 1膳分のご飯に相当する
量）の食品を毎日、食べずに捨てている
ことになります。

● 食品ロスの半分は家庭から
食品ロス約 612 万トンのうち、外食産業や小売業などの事業者からの排出は約 328 万
トン、家庭からの排出は約284万トンと、事業者と家庭がそれぞれ約半分を占めています（平
成 29年度農林水産省推計）。

（農林水産省 : 食品ロスの現状（平成 29 年度））

● 「もったいない」が合い言葉
食品ロスの削減には、自治体や事業者の取組はもちろんですが、県民一人一人が「もっ
たいない」の気持ちを持って、身近なことから取り組むことが重要です。

農林水産省食料産業局／Food Industry Affairs Bureau. Ministry of Agriculture, Forestry and Fisheries.

平成 年度
（ 年度）

平成 年度
（ 年度）

平成 年度
（ 年度）

平成 年度
（ 年度）

平成 年度
（ 年度）

平成 年度
（ 年度）

食品ロス量の推移（平成 ～ 年度）

家庭系

事業系

食品製造業

食品
卸売業

食品
小売業

外食産業

（単位：万トン）

年度事業系食品ロス
削減目標

（ 万トン）

✓ 平成 年度食品ロス量は 万トン、うち事業系は 万トン。
✓ いずれも、食品ロス量の推計を開始した平成 年度以降で最少。

農林水産省 食料産業局 ／Food Industry Affairs Bureau. Ministry of Agriculture, Forestry and Fisheries.

約 万トン

資料：総務省人口推計 平成 年 月 日
平成 年度食料需給表（確定値）

約 万トン
事業系

日本の「食品ロス」

国民１人当たり食品ロス量

日 約 ｇ
※ 茶碗約 杯のご飯の量に相当

年間 約
※ 年間 人当たりの米の消費量

（約 ）に相当
家庭系

約 万トン

日本の食品ロスの状況（平成 年度）
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（４）非常時・災害時の食の備え

● 災害が発生すると
災害が発生したときには、電気やガス、水道などのライフラインが止まり、生活に様々
な支障が生じる可能性があります。復旧あるいは救助が届くまでの数日間を自力で生活で
きるように、日頃から災害時の食について備えておくことが必要です。
また、給食施設は特定多数の人に 1日に 1~3回の食事を継続的に提供しており、家庭と
同様に被災者の健康に大きく影響を及ぼします。被災した場合でも継続した食事提供が求
められることから、平時からの備えが重要です。
こういった食の備えは、自然災害に限らず、感染症の流行等の非常時にも助けになります。

（５）特に重点的に取り組むべき事項

本県では、児童生徒の肥満やメタボリックシンドローム該当者及び予備群の割合が高く、
依然として、全国下位の現状にあることから、引き続き、｢適正体重の維持｣ を重点的に取
り組む課題として位置付けます。また、東日本大震災後、復興に取り組んできた「食材王
国みやぎ」の豊かな食は、食育の推進に当たって活用すべき本県の特徴です。
これらについては、第 3期計画から引き続き「行動目標」に掲げ、県民一人一人が自ら
の食についてしっかりと考え、必要な知識や能力を学びとり、主体的に取り組んでいくこ
ととします。
また、第 3期計画に基づき、子どもや若い世代に対する取組を強化してきましたが、若
い世代の食生活に関する意識や実践は、他の世代に比べて改善が十分とは言えず、今後も
継続していく必要があります。…

これらの課題と特徴等を踏まえ、本計画のコンセプトを「次世代へ伝えつなげる食育の
推進 ~ 健やかに、宮城で生きる ~」とし、食育を次世代へ継承していくため、望ましい食
習慣の形成期にある子どもやこれから親となる若い世代を中心とした食育に重点的に取り
組んでいきます。


